
 
 
 
 
 
 
 
 
  

～ 視聴の手引 ～ 



  
 

 

梅坪台地域における水害への備えについて 

梅坪台地域は、猿投山から矢作川へと注ぐ籠川、上水道の水源でも 

ある矢作川など多くの川や水路が流れている地域で、水害への備えが 

重要な地域です。 

近年、全国的に水に関する大きな災害が相次いでいます。我々が住む

梅坪台地域もいつ同様の被害が発生するかわかりません。 

この「水害から身を守る」を視聴し、日頃どのような準備が必要なの

か、いざというときどのような行動をとればよいのか考えるきっかけと

してほしいです。 

 

動画を視聴するときに用意してもらいたいもの（推奨） 

□ 洪水ハザードマップ（+ ハザードマップガイド） 

  地図を見ながら動画を見ていただくとより効果的です。 

https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/ 

bousaibouhan/1031852/1029984/1002342.html 
 

□ マイタイムライン（我が家の防災行動計画） 

  動画で紹介している情報の詳細が掲載されています。 

https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/  

bousaibouhan/1031853/1043674.html 

 

 

梅坪台地区住民向け啓発動画 

「水害から身を守る」視聴にあたって 

https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/
https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/%20bousaibouhan/1031853/1043674.html
https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/%20bousaibouhan/1031853/1043674.html


  
視聴後は…災害への備えについて話し合ってみよう 

 「水害から身を守る」の視聴後は、動画の感想や梅坪台地域での水害

への備えについて話し合ってみましょう。 

 ハザードマップを囲んで話し合う 

 住んでいる場所が近い人でグループをつくる 

など 工夫して話し合いしましょう。 

 

～話し合うことの例～ 

□ 災害リスクについて話し合おう 

  ハザードマップで自分が住んでいる場所の浸水想定を見ながら

災害リスクの有無や災害の程度について調べましょう。 

 1,000 年に１回の確率で起こる水害でどれくらい 

浸水するのかな？ 

 自宅の周辺に災害リスクはあるかな？ 

など 

□ 避難先や避難経路を話し合おう 

災害リスクを確認した後に、大雨時の行動を考えよう。 

 水平避難をしようかな？在宅避難をしようかな？ 

 避難先まではどんな経路で行こうかな？ 

 避難経路を実際に歩いてみようかな？  

                など 
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動画の視聴に合わせて活用してみよう 

自治区や学校等で「水害から身を守る」を１０人以上で視聴する場合

は、豊田市生涯学習出前講座の活用を検討してみましょう。    

風水害ではマイタイムラインの作り方等が受講できます。講師から

の説明でさらに理解を深められます。 

 

 

豊田市地域振興部 防災対策課 

電話番号：0565-34-6750  

E メール：bousai@city.toyota.aichi.jp 

 

 

 豊田市生涯活躍部 市民活躍支援課 

電話番号：0565-34-6660  

  E メール：katsuyaku-shien@city.toyota.aichi.jp 

【生涯学習出前講座のホームページ】 

https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/shogaigakushu/shogaiga

kushu/1002753/1002788.html 

 

 防災に関する生涯学習出前講座についてのお問い合わせ 

生涯学習出前講座 全般 についてのお問い合わせ 

https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/shogaigakushu/shogaigakushu/1002753/1002788.html
https://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/shogaigakushu/shogaigakushu/1002753/1002788.html

